
事務事業評価の評価結果について（平成28年度の事業に対する評価）
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指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

地域連携課

地域かが
やきプロ
グラム事
業

【北部エリアの事業目的】
　都市と地域の住民が共に自然
とふれあい、憩い、学び、楽し
む機会を増大させることによっ
て、都市や自然と共存する、健
康で活力あるふれあいの里づく
りをめざします。

参加者数

　自然とのふれあい、健
康増進、森林の保全、郷
土文化の継承、地域住民
の健康、体位の向上と活
性化や交流を図る等の目
標から、参加人数を指標
とする。

10,050
人

9,955
人

　経ヶ峰ハイキング事
業、安濃ふれあいまちづ
くり事業については、参
加者が少し目標値に達し
なかったが、全体的に多
数の方に参加してもらえ
た。

3
　全体的にたくさんの参
加者があり、おおむね目
標を達成できた。

現状維持

　当初の目標どおり事業
を実施し、おおむね目標
を達成できたので、事業
の内容等を検討しながら
今後も継続していきま
す。

安濃・地域
振興課

地域イン
フラ維持
事業

　住民生活に密着した地域要望
等に即答・即応するために、地
域住民との協働を果たすことが
出来るように事業を推進する。
道路、河川、公園及び交通安全
施設等、地域インフラの維持修
繕に関し、総合支所長の権限で
フレキシブルに即時対応を図
る。

要望対応率

　市が所有し管理してい
る道路、河川、公園、交
通安全施設等の維持・補
修（施設修繕料及び委託
料に係る要望）に対する
要望対応率を指標とす
る。

80% 80%
　地域の要望に関した維
持管理等について、概ね
早急に対応できた。

3

　地域の要望に対し概ね
早急な対応ができている
と思われる。なお、未処
理の要望については、緊
急性を考慮し早期に対応
できるよう努める。

拡充・充
実

　自治会等の要望に対し
て概ね解決できたが、少
しでもより多く対応でき
るよう努力する。

安濃・地域
振興課

地域イン
フラ補修
事業

　地域インフラ維持事業と共
に、身近な地域の課題や要望の
早期解決を図るため、独自の予
算措置により地域への原材料の
支給、公共施設等の簡易な補
修、修繕を行い、地域に密着し
た対応を図る。

要望対応率

　道路、河川、公園、交
通安全施設等の補修に係
る原材料の購入。また、
職員が原材料を使って対
応できる軽易な修繕・補
修で、緊急・応急的に対
応する要望対応率を指標
とする。

80% 80%
　要望等について、概ね
迅速に対応できた。

4

　地域からの要望による
原材料の支給及び公共施
設の簡易な修繕、補修等
を迅速に対応できた。

拡充・充
実

　前年度より一層迅速な
対応が出来るよう努力す
る。

安濃・地域
振興課

地域情報
発信事業

　地域振興に係る住民活動に対
し、情報提供を行うなどの支
援、地域住民と連携した地域振
興の推進.

地域だよりの
発行回数

　地域の情報を住民に知
らせることを目的に発行
している地域だより「安
濃だより」の発行回数を
指標とします。

4回 4回
　目標どおり年４回の地
域だよりを発行できた。

3

　当初の目標どおり、年
４回の地域だよりを発行
し、地域情報を住民の方
に知らせることができ
た。

拡充・充
実

　今後も、地域だよりの
内容等を検討しながら、
地域だより「安濃だよ
り」を充実できるよう努
めていきます。

安濃・地域
振興課

サンヒル
ズ安濃管
理運営事
業

　サンヒルズ安濃は、ハーモ
ニーホール・福祉センター・交
流館・保健センター・図書館、
からなる複合施設で、複合化の
利点を生かした地域の環境、交
流を創出する機能を備えてお
り、住民の文化教養の向上を図
り、福祉の増進に寄与する。

ハーモニー
ホールの利用
者数

　文化教養の向上のた
め、ハーモニーホールの
利用者数を指標としま
す。

12,000
人

12,918
人

　広報及び使用許可申請
時等において、施設のＰ
Ｒに努めた結果、ハーモ
ニーホールの利用者は、
前年度に比べ増加とな
り、数値目標には達して
いる。

3

　施設運営管理等の効率
化とPRに努め、利用者数
は当初の数値目標は達成
している。

拡充・充
実

　今後も目標を達成でき
るよう、引き続き事業を
行い一層のＰＲ及び施設
の効率化を行う。また、
平成8年に完成した当該
施設は、経年劣化による
施設修繕が多く、特に雨
漏り修繕については、平
成２８年度に交流館の防
水修繕工事を実施し、他
の部分の雨漏りについて
も当該工事に係る実施設
計を行い、平成２９年度
に改修工事を予定してい
る。また、ホールの改修
については、、市内文化
ホールのあり方等も含め
文化振興課で改修計画が
検討されていることか
ら、今後各設備等の改修
も含め関係部局と検討・
調整を図りながら施設修
繕を計画的に推進した
い。
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安濃・地域
振興課

体育館管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。合併以前から三重県
中勢地域のスポーツ施設（体育
館）の中心的な役割を果たし、
合併後においては新津市のス
ポーツ施設（体育館）の中心的
な役割を担っており、今後にお
いても更なるスポーツの中心的
な施設として需要が見込まれる
ため、日ごろの安全配慮義務を
怠らないように安全管理運営に
努めていく。

利用者数

　市民の健康づくりや競
技力の向上、コミュニ
ティづくりのため利用者
数を指標とします。

60,000
人
105,367

人

　一定の目標は達成さ
れ、効率化を図ることが
できた。

3

   平成２８年度は体育館
音響工事により2月に貸
館利用が休止となり、利
用者数の増加とならず平
成２７年度の前年に比べ
約5,500人の減少となっ
た。利用料金は当初予算
の19,150,000円に対し
収入18,763,080円であ
り、目標達成とはならな
かったが、自主事業費
（イベント等）が当初予
算と比べ約300,000円
の増額となり、施設運
営・管理等の効率化を図
ることができた。

拡充・充
実

　目標達成ができるよう
引き続き事業を行い、イ
ンターハイ・国体等に向
けた計画も含み、施設の
管理・運営について効率
化を行っていきます。

安濃・地域
振興課

安濃交流
会館管理
運営事業

　住民の健康増進、福祉の向上
及び歴史的文化の継承並びに地
域の活性化を図るとともに、住
民の交流を促進する。

施設利用者数
　健康増進、福祉向上等
のために、利用者数を指
標とします。

46,000
人

46,298
人

（あのう温泉）
　開館日数は３０７日で
あり、温浴施設利用のＰ
Ｒ等を行い集客に努めた
が、利用者は微減した。
1日平均利用者数は１４
８人で、今後は施設のＰ
Ｒ等に努め、利用促進を
図る。

3

　事業目的を達成するた
めの成果指標の目標値は
達成できたが、今後も安
定して施設を運営してい
くために、施設利用者の
増加をめざして施設のＰ
Ｒ活動等に積極的に取り
組むとともに、効率的な
施設運営を図っていく。

現状維持

　数値目標は達成されて
いるが、事業のより一層
の充実をめざし、施設運
営等の効率化及びＰＲを
図っていきます。

安濃・地域
振興課

観光施設
等維持管
理事業

　経ヶ峰、長谷山の山並みが形
成する豊かな自然を財産としな
がら、施設修繕及び登山道の安
全利用のために維持管理を継続
し、自然とのふれあいの場を充
実する。

登山者数

利用者から苦情がない施
設の維持管理に努めるこ
とによりリピ－タ－を増
やしていく。

12,500
人

12,300
人

登山者の要望に応え
られるような施設の
維持管理を図る。

施設修繕等を実施して維
持管理をしていることに
より、登山者数の達成に
努めていく。

3

施設整備を実施し、登山
道及び駐車場整備が図ら
れ、次なる目標値の達成
に努めていく。

現状維持

施設整備及び登山道の整
備を行い、安全に使って
頂くために維持管理を継
続し、リピ－タ－を増や
していく。

安濃・地域
振興課

獣害対策
事業

　野生鳥獣による農林産物への
被害を抑制し、農業者の収入や
生産意欲を守るため、野生鳥獣
の個体数の調整、防護柵の設
置、地域ぐるみの獣害対策への
支援を行い、獣害対策の取組の
推進を図る。

総合的な獣害
対策の取組の
推進

　個体数調整・防護柵の
設置・地域ぐるみでの取
組の支援を対策の基本と
しつつ、獣害対策の高度
化の推進を図る。

　個体数調整・防護
柵の設置・地域ぐる
みでの取組の支援に
よる着実な獣害被害
の抑制

　個体数調整において、
捕獲頭数の実績増。
防護柵の設置場所・延長
の実績増。

3

　有害鳥獣の捕獲数につ
いては年々増加してきて
おり、地域での取り組み
についても、各地域性に
沿った獣害対策の浸透が
見受けられる。防護柵の
設置等により、野生鳥獣
による農林産物への被害
の抑制を図っているが、
野生鳥獣の個体数の調整
という点から、現在は猟
友会の協力を得ているも
のの、当該会員の高齢化
に伴い、今後の後継者の
確保が必要と考える。

拡充・充
実

　鳥獣被害としては増加
傾向にあり、平成29年度
以降も引き続き獣害対策
を行っていく必要があ
る。対策内容としては、
引き続き「個体数調
整」、「防護柵の推
進」、「地域ぐるみでの
取り組み」の３本の柱を
中心に、先進的なものも
取り入れながら、鳥獣被
害の低減を図っていく。

安濃・地域
振興課

文化振興
事業

　住民が気軽に参加できる文化
祭を目指して、安濃町内で文化
祭を開催し文化活動を進め、文
化芸術活動の充実に努めます。

参加者数

　町文化祭に多くの住民
が参加することより、文
化、芸術に対する文化振
興の向上が図られるた
め、参加者数を指標とし
ます。

1,200
人

1,280
人

　実行員会制度により、
住民に密着した内容が計
画でき、また、コスト削
減も図られた。

3

　更に参加者の増加を目
指し、計画及び実施内容
や周知方法の充実を図る
よう指導・提案を行う。

拡充・充
実

　平成27年度から実行委
員会が主体となり、安濃
町芸術文化協会の協力を
得て、自治会や学校等に
も協力を要請し、更に住
民が参加しやすい環境を
整え、参加者の増大を目
指します。
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